電波の日記念公演会“電波利用の現状と今後の展望”報告書 　　　　　　　Rep.MM-43, 7/10/2003 森島

日時・会場
平成１５年６月10日（火曜日）、午後１時１５分から、ホテルニューオータニ 

主催
社団法人　電波産業会、情報通信月間推進協議会、後援：総務省
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プログラム
· 総務副大臣　　加藤紀文　氏：e-Japanスタート、９３兆円市場、周波数５倍必要（電波の再配分を進める）！ 

· 総務省　 総合通信基盤局 局長 　有冨　寛一郎　氏 

　 　「基調講演　～電波の有効利用による新たなサービス市場の創出に向けて～」： 電波のルネサンスが来る！
· ジ ェ イ フ ォ ン株 式 会 社 代表取締役社長 　ダリル E. グリーン 氏 

　 　「世界をリードする日本の携帯電話市場」：日本の携帯電話は世界１、米国４年・欧州２年遅れている！ 

· 関東広域地上デジタル放送推進協議会 代　表　幹　事 　横井　 　亮介　氏 

　 （㈱フジテレビジョン専務取締役） 「地上デジタル放送　～テレビ新世紀に向けて～」 ：どこでもTVがみられる！
· ソ　ニ　ー　株　式　会　社 代表取締役社長兼 グループ COO 　安藤　　 国威　氏 

　 　「電波の発展とユビキタス・バリュー・ネットワーク時代の到来」：ネットワークに繋がる商品の開発を進める！


私見


· 近年の情報通信技術の発展：インターネットや移動体通信の利用を一層促進し、社会経済活動及び国民生活の各分野の行動範囲を拡大しています。特に、社会経済分野では情報通信の利用によって一層の活性化が期待されているなど重要なインフラとして位置づけられている。
· 最近のサービス：昨年は第三世代の移動体通信システム（ＩＭＴ－２０００）のサービスが世界に先駆け本格化されるとともに、無線ＬＡＮシステム等の普及が進み、本年末には地上デジタルテレビ放送が首都圏、中京圏、近畿圏でスタートする。

各講師の一言を上記へ青で示したように各社明るい今後の展望を述べた。　

資料
予稿集等参照
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